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， 携 帯0知 →佑／2 - 分／衣J
賣 以下 の 内 容1 こ 欣 当 t- る と こ ろ に'o を 付 け て 下 さ い ．

① 責方 は在 宅 炊 労 文 授＊年 を 付で お 知 り に な り ま し た か ？

(ll ） 求人細i (b) 紐 ◎ チ ラ シ (d) 知 人 よ り 柘 介 （ ~ ) 行政紐
1\1.9 ~ '/)

② 責方の在 宅就 労 を 希望 さ れて いる 理 由1±°7
( 11.) 陳吝 を 押 っ て い る 、 ま た は 家族1 こ 陳 寄 村 が い る 為

(c) 心 身 隙 宮 の 子 供 が い る 為 、 外 で 船 く こ と が 困 燃

(e) 自 宅 で 介讀 が 必要 な為 、 外 で 檄 く 事 が 困 熊

® 長方 は 在宅 で の お 仕布 の 経 嫌 は あ り 計か ？ ’

( 1.) 右 る 邑）無 い

④ 責 方 の1 ヶ 月 の 杓望収入は ど の く ら い です か ？

咽 収 ·-- ― よ 万 円 位

⑤ 仕事 を始 め ら れた 根 合、1 日 何 特 間 程 度 の 作 業 が 行 え ま す か7 . 舌P釉 靭
(a) 2 如 間頑◎ 呻～4 呼 釘心～8 研(d) 6 咄～ 心

⑥ 素 方 は現在 、 • 他 の 仕本を し て い ま 十 か ？

( !I.) は い ⑤ い い え

⑦ 即 品 の搬入 薗 出 は 長方 ご 自 身 で し て 頂 き ま す が 東 間 は お 博 ち で す が ？

⑭ 曰 （杢門＿ ： イ ス ト ） （b) 熊 し

® 責方 の ご 自 宅 に 小 さ な お 子様Iiい ら っ し ゃ い ま す か ？

®芦＿LJi (b) い い え ＼ 夕lO 喝
® 責方 は こ＇ 自 ．宅 内 でベ ッ ト を 焦 っ て い ま す か ？

( 1.) はい • ® ぃい え

⑩ 在宅炊 労 支摂立 祟 団 で の 希望黙積 は ？

⑲ 呻 厨 ダ イ レ ク ト メ......1レ配布 ， チ ラ シ配布 (0) 軽 （乍業 （

⑪ メ ー ルア ド レ ス はお 油 ち ですか ？ ．

( I.) は い ◎ い い え • お 持 ち の 堀 合 （

(F) そ の 他

(b) 生港 （呆 牒 を 受給 し て い る 為

◎ 小 さ い子 供 が い て 煎 用 し て 頂 け な い

( ()・ 会 社伊I産 （ リ ス ト ラ ） で仕本 を失 っ た 為

堕

在 宅就 労 支掛享業 団 記 入棉
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面 談担 当 者


